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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ伝送方法であって、
　アクセスネットワークデバイスが、サービスデータの伝送モードを決定する段階であっ
て、前記伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、段階と
、
　前記アクセスネットワークデバイスが、第１インジケーション情報を端末デバイスへ送
信する段階であって、前記第１インジケーション情報は、決定された前記伝送モードを示
す、段階と、
　前記アクセスネットワークデバイスが、第２インジケーション情報を前記端末デバイス
へ送信する段階と、
　前記アクセスネットワークデバイスが、決定された前記伝送モードを用いて前記サービ
スデータを前記端末デバイスへ送信する段階と
　を備え、
　前記アクセスネットワークデバイスが、決定された前記伝送モードを用いて前記サービ
スデータを前記端末デバイスへ送信する前記段階は、
　決定された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき、前記アクセスネッ
トワークデバイスが、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを前記端末デバイスへ送
信する段階
　を含み、および／または、
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　決定された前記伝送モードが前記自動再送伝送モードであるとき、前記アクセスネット
ワークデバイスが、少なくとも１つの第１符号化データブロックを前記端末デバイスへ送
信する段階と、
　前記アクセスネットワークデバイスが、前記少なくとも１つの第１符号化データブロッ
クに対応する肯定応答情報または否定応答情報を前記端末デバイスから受信する段階と、
　前記アクセスネットワークデバイスが前記否定応答情報を受信した場合、前記アクセス
ネットワークデバイスが、少なくとも１つの第２符号化データブロックを前記端末デバイ
スへ送信する段階と
　を含み、
　前記第１インジケーション情報が前記ワンタイム伝送モードを示すとき、前記第２イン
ジケーション情報は、前記Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示し、および／
または、前記第１インジケーション情報が前記自動再送伝送モードを示すとき、前記第２
インジケーション情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報の第２伝送情報を示
し、
　前記第１伝送情報は、Ｍの値、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つの時間周波数リソース位置、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つ
のデータブロック長、および前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの
冗長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、
　前記第２伝送情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報を送信するために用い
られる時間周波数リソース情報、および前記肯定応答情報または前記否定応答情報が送信
されるときに用いられるシーケンス情報のうちの少なくとも１つを含む、方法。
【請求項２】
　前記ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が受信されない伝送モ
ードであり、前記自動再送伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が受信される
伝送モードであり、前記肯定応答情報は、前記サービスデータが受信されることに成功し
たまたは復号されることに成功したことを示し、前記否定応答情報は、前記サービスデー
タが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示す、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記第１インジケーション情報は、物理層シグナリングまたは上位層シグナリングにお
いて搬送される、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２インジケーション情報は、物理層シグナリングにおいて搬送される、または、
　前記第２インジケーション情報および前記第１インジケーション情報は、同じ物理層シ
グナリングにおいて搬送される、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｍの値は、複数の候補値のうちの１つであり、前記複数の候補値は、上位層シグナ
リングによって通知される、または予め設定される、および／または、
　前記時間周波数リソース位置は、複数の候補位置のうちの１つであり、前記複数の候補
位置は、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／
または、
　前記データブロック長は、複数の候補長のうちの１つであり、前記複数の候補長は、前
記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／または、
　前記冗長バージョンは、複数の候補冗長バージョンのうちの１つであり、前記複数の候
補冗長バージョンは、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定され
る、および／または、
　前記冗長バージョンの前記情報は、前記時間周波数リソース位置を用いて示され、前記
冗長バージョンの前記情報は、周波数ドメインリソース位置とマッピング関係にあり、前
記マッピング関係は、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定され
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る、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　データ伝送方法であって、
　アクセスネットワークデバイスが、サービスデータの伝送モードを決定する段階であっ
て、前記伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、段階と
、
　前記アクセスネットワークデバイスが、第１インジケーション情報を端末デバイスへ送
信する段階であって、前記第１インジケーション情報は、決定された前記伝送モードを示
す、段階と、
　前記アクセスネットワークデバイスが、決定された前記伝送モードを用いて前記サービ
スデータを前記端末デバイスへ送信する段階と
　を備え、
　前記アクセスネットワークデバイスが、決定された前記伝送モードを用いて前記サービ
スデータを前記端末デバイスへ送信する前記段階は、決定された前記伝送モードが前記ワ
ンタイム伝送モードであるとき、前記アクセスネットワークデバイスが、Ｍ≧２であるＭ
個の符号化データブロックを前記端末デバイスへ送信する段階を含み、前記Ｍ個の符号化
データブロックは、同じサービスデータを搬送する、方法。
【請求項７】
　プロセッサに、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法を実行させるためのコンピ
ュータプログラム。
【請求項８】
　データ伝送方法であって、
　端末デバイスが、第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイスから受信
する段階であって、前記第１インジケーション情報は、伝送モードを示し、前記伝送モー
ドは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、段階と、
　前記端末デバイスが、第２インジケーション情報を前記アクセスネットワークデバイス
から受信する段階と、
　前記端末デバイスが、前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを
用いて、サービスデータを前記アクセスネットワークデバイスから受信する段階と
　を備え、
　前記端末デバイスが、前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを
用いて、サービスデータを前記アクセスネットワークデバイスから受信する前記段階は、
　示された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき、前記端末デバイスが
、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受
信する段階と、
　前記端末デバイスが、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つを復号
する段階と
　を含み、および／または、
　示された前記伝送モードが前記自動再送伝送モードであるとき、前記端末デバイスが、
少なくとも１つの第１符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受
信する段階と、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第１符号化データブロックを復号する段階
と、
　前記端末デバイスが、前記第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または否
定応答情報を前記アクセスネットワークデバイスへ送信する段階と、
　前記第１符号化データブロックが受信されることに失敗したまたは復号されることに失
敗した場合、前記端末デバイスが、少なくとも１つの第２符号化データブロックを前記ア
クセスネットワークデバイスから受信する段階と、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第２符号化データブロックを復号する段階
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と
　を含み、
　前記第１インジケーション情報が前記ワンタイム伝送モードを示すとき、前記第２イン
ジケーション情報は、前記Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示し、および／
または、前記第１インジケーション情報が前記自動再送伝送モードを示すとき、前記第２
インジケーション情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報の第２伝送情報を示
し、
　前記第１伝送情報は、Ｍの値、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つの時間周波数リソース位置、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つ
のデータブロック長、および前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの
冗長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、
　前記第２伝送情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報を送信するために用い
られる時間周波数リソース情報、および前記肯定応答情報または前記否定応答情報が送信
されるときに用いられるシーケンス情報のうちの少なくとも１つを含む、方法。
【請求項９】
　前記ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信されない伝送モ
ードであり、前記自動再送伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信される
伝送モードであり、前記肯定応答情報は、前記サービスデータが受信されることに成功し
たまたは復号されることに成功したことを示し、前記否定応答情報は、前記サービスデー
タが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示す、請求項８に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ｍ個の符号化データブロックは、別個に復号可能な符号化データブロックであり、
前記Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービスデータを搬送する、および／または、
　前記少なくとも１つの第１符号化データブロックおよび前記少なくとも１つの第２符号
化データブロックの両方が、別個に復号可能な符号化データユニットであり、前記少なく
とも１つの第１符号化データブロックおよび前記少なくとも１つの第２符号化データブロ
ックは、前記同じサービスデータを搬送する、
　請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｍの値は、複数の候補値のうちの１つであり、前記複数の候補値は、上位層シグナ
リングによって通知される、または予め設定される、および／または、
　前記時間周波数リソース位置は、複数の候補位置のうちの１つであり、前記複数の候補
位置は、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／
または、
　前記データブロック長は、複数の候補長のうちの１つであり、前記複数の候補長は、前
記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／または、
　前記冗長バージョンは、複数の候補冗長バージョンのうちの１つであり、前記複数の候
補冗長バージョンは、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定され
る、および／または、
　前記冗長バージョンの前記情報は、前記時間周波数リソース位置を用いて示され、前記
冗長バージョンの前記情報は、周波数ドメインリソース位置とマッピング関係にあり、前
記マッピング関係は、前記上位層シグナリングによって通知される、または予め設定され
る、
　請求項８から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末デバイスが、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つを復号
する前記段階は、
　前記端末デバイスが、前記Ｍ個の符号化データブロックの各々を別個に復号する段階、
または、
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　前記端末デバイスが、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの１または複数を複数回
復号する段階
　を含む、
　請求項８から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第１符号化データブロックを復号する前記
段階は、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第１符号化データブロックの各々を別個に
復号する段階、または、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第１符号化データブロックのうちの１また
は複数を複数回復号する段階
　を含み、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第２符号化データブロックを復号する前記
段階は、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第２符号化データブロックの各々を別個に
復号する段階、または、
　前記端末デバイスが、前記少なくとも１つの第２符号化データブロックのうちの１また
は複数を複数回復号する段階
　を含む、
　請求項８から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　データ伝送方法であって、
　端末デバイスが、第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイスから受信
する段階であって、前記第１インジケーション情報は、伝送モードを示し、前記伝送モー
ドは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、段階と、
　前記端末デバイスが、前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを
用いて、サービスデータを前記アクセスネットワークデバイスから受信する段階と、
　を備え、
　前記端末デバイスが、前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを
用いて、サービスデータを前記アクセスネットワークデバイスから受信する前記段階は、
示された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき、前記端末デバイスが、
Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受信
する段階と、前記端末デバイスが、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも
１つを復号する段階とを含み、前記Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービスデータ
を搬送する、方法。
【請求項１５】
　プロセッサに、請求項８から１４のいずれか一項に記載の方法を実行させるためのコン
ピュータプログラム。
【請求項１６】
　アクセスネットワークデバイスであって、
　サービスデータの伝送モードを決定するよう構成される処理ユニットであって、前記伝
送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、処理ユニットと、
　第１インジケーション情報を端末デバイスへ送信し、第２インジケーション情報を前記
端末デバイスへ送信し、決定された前記伝送モードを用いて前記サービスデータを前記端
末デバイスへ送信するよう構成される送受信ユニットであって、前記第１インジケーショ
ン情報は、決定された前記伝送モードを示す、送受信ユニットと
　を備え、
　決定された前記伝送モードを用いて前記サービスデータを前記端末デバイスへ前記送信
することは、
　決定された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき、Ｍ≧２であるＭ個
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の符号化データブロックを前記端末デバイスへ送信すること
　を含み、および／または、
　決定された前記伝送モードが前記自動再送伝送モードであるとき、少なくとも１つの第
１符号化データブロックを前記端末デバイスへ送信することと、
　前記少なくとも１つの第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または否定応
答情報を前記端末デバイスから受信することと、
　前記アクセスネットワークデバイスが前記否定応答情報を受信した場合、少なくとも１
つの第２符号化データブロックを前記端末デバイスへ送信することと
　を含み、
　前記第１インジケーション情報が前記ワンタイム伝送モードを示すとき、前記第２イン
ジケーション情報は、前記Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示し、および／
または、前記第１インジケーション情報が前記自動再送伝送モードを示すとき、前記第２
インジケーション情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報の第２伝送情報を示
し、
　前記第１伝送情報は、Ｍの値、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つの時間周波数リソース位置、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つ
のデータブロック長、および前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの
冗長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、
　前記第２伝送情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報を送信するために用い
られる時間周波数リソース情報、および前記肯定応答情報または前記否定応答情報が送信
されるときに用いられるシーケンス情報のうちの少なくとも１つを含む、アクセスネット
ワークデバイス。
【請求項１７】
　アクセスネットワークデバイスであって、
　サービスデータの伝送モードを決定するよう構成される処理ユニットであって、前記伝
送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、処理ユニットと、
　第１インジケーション情報を端末デバイスへ送信し、決定された前記伝送モードを用い
て前記サービスデータを前記端末デバイスへ送信するよう構成される送受信ユニットであ
って、前記第１インジケーション情報は、決定された前記伝送モードを示す、送受信ユニ
ットと
　を備え、
　決定された前記伝送モードを用いて前記サービスデータを前記端末デバイスへ前記送信
することは、決定された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき、Ｍ≧２
であるＭ個の符号化データブロックを前記端末デバイスへ送信することを含み、前記Ｍ個
の符号化データブロックは、同じサービスデータを搬送する、アクセスネットワークデバ
イス。
【請求項１８】
　端末デバイスであって、
　第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイスから受信し、第２インジケ
ーション情報を前記アクセスネットワークデバイスから受信するよう構成される送受信ユ
ニットであって、前記第１インジケーション情報は、伝送モードを示し、前記伝送モード
は、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、送受信ユニットと、
　前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを用いて、サービスデー
タを前記アクセスネットワークデバイスから受信するよう構成される処理ユニットと
　を備え、
　前記処理ユニットは、示された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき
、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受
信するように前記送受信ユニットを制御し、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少
なくとも１つを復号するよう構成され、および／または、
　前記処理ユニットは、示された前記伝送モードが前記自動再送伝送モードであるとき、
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少なくとも１つの第１符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受
信するように前記送受信ユニットを制御し、前記少なくとも１つの第１符号化データブロ
ックを復号し、前記第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または否定応答情
報を前記アクセスネットワークデバイスへ送信するように前記送受信ユニットを制御し、
前記第１符号化データブロックが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗
した場合、少なくとも１つの第２符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバ
イスから受信するように前記送受信ユニットを制御し、前記少なくとも１つの第２符号化
データブロックを復号するよう構成され、
　前記第１インジケーション情報が前記ワンタイム伝送モードを示すとき、前記第２イン
ジケーション情報は、前記Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示し、および／
または、前記第１インジケーション情報が前記自動再送伝送モードを示すとき、前記第２
インジケーション情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報の第２伝送情報を示
し、
　前記第１伝送情報は、Ｍの値、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つの時間周波数リソース位置、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つ
のデータブロック長、および前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの
冗長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、
　前記第２伝送情報は、前記肯定応答情報または前記否定応答情報を送信するために用い
られる時間周波数リソース情報、および前記肯定応答情報または前記否定応答情報が送信
されるときに用いられるシーケンス情報のうちの少なくとも１つを含む、端末デバイス。
【請求項１９】
　前記ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信されない伝送モ
ードであり、前記自動再送伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信される
伝送モードであり、前記肯定応答情報は、前記サービスデータが受信されることに成功し
たまたは復号されることに成功したことを示し、前記否定応答情報は、前記サービスデー
タが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示す、請求項１８
に記載の端末デバイス。
【請求項２０】
　端末デバイスであって、
　第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイスから受信するよう構成され
る送受信ユニットであって、前記第１インジケーション情報は、伝送モードを示し、前記
伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、送受信ユニット
と、
　前記第１インジケーション情報により示された前記伝送モードを用いて、サービスデー
タを前記アクセスネットワークデバイスから受信するよう構成される処理ユニットと
　を備え、
　前記処理ユニットは、示された前記伝送モードが前記ワンタイム伝送モードであるとき
、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを前記アクセスネットワークデバイスから受
信するように前記送受信ユニットを制御し、前記Ｍ個の符号化データブロックのうちの少
なくとも１つを復号するよう構成され、前記Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービ
スデータを搬送する、端末デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１６年１１月５日に中国特許庁に出願された、「データ伝送方法および
装置」と題する中国特許出願第２０１６１０９８２３９４．４号の優先権を主張するもの
であり、その全内容を本明細書に参照として組み込む。
【０００２】
　本発明は、通信分野に関し、より具体的にはデータ伝送方法および装置に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　５Ｇ通信システムは、より高いシステム性能をサポートすることを目的としたものであ
り、複数のサービスタイプ、種々のデプロイメントシナリオ、およびより幅広い周波数ス
ペクトル範囲をサポートする。複数のサービスタイプには、高度モバイルブロードバンド
（ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ、略称ｅＭＢＢ）、大容量マシ
ンタイプ通信（Ｍａｓｓｉｖｅ　Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ、略称ｍＭＴＣ）、超高信頼・低遅延通信（Ｕｌｔｒａ－ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ
　ｌｏｗ　ｌａｔｅｎｃｙ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、略称ＵＲＬＬＣ）、マルチ
メディアブロードキャストマルチキャストサービス（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ、略称ＭＢＭＳ）、および測位サービス
が含まれる。種々のデプロイメントシナリオには、屋内ホットスポット（Ｉｎｄｏｏｒ　
ｈｏｔｓｐｏｔ）シナリオ、密集都市部（ｄｅｎｓｅ　ｕｒｂａｎ）シナリオ、郊外シナ
リオ、都市部マクロ（Ｕｒｂａｎ　Ｍａｃｒｏ）セル、および高速鉄道シナリオ等が含ま
れる。
【０００４】
　４Ｇ通信システムに対する５Ｇ通信システムの主な特徴として、超高信頼・低遅延通信
（ＵＲＬＬＣ）サービスのサポートが追加されることがある。ＵＲＬＬＣサービスタイプ
は複数存在し、典型的な例には、産業制御、産業生産プロセスオートメーション、マン－
マシンインタラクション、および遠隔医療等が含まれる。ＵＲＬＬＣサービスの主要な指
標要件は、遅延および信頼性を含む。
【０００５】
　ユーザプレーンにおける遅延についてのＵＲＬＬＣサービスの典型的な要件は、アップ
リンクおよびダウンリンクの両方で０．５ｍｓというものであり、信頼性についての典型
的な要件は、１ｍｓ以内に９９．９９９％の信頼性に達することである。上記の性能指標
は、典型的な値に過ぎないことに留意されたい。特定のＵＲＬＬＣサービスは、信頼性に
ついて異なる要件を有する場合がある。例えば、非常に厳格な産業制御は、０．２５ｍｓ
以下のエンドツーエンド遅延および９９．９９９９９９９％の伝送成功確率を必要とする
。
【０００６】
　ＵＲＬＬＣサービスの現在の基本スケジューリングポリシーは、２つのタイプに分類さ
れる場合がある。１つは、誤り訂正がフィードバックおよびデータ再伝送に依存しない、
ワンタイム伝送モードである。これは、ワンタイム伝送の信頼性を保証するために、初回
のデータ伝送における適切な時間周波数リソースの割り振りを必要とする。このスケジュ
ーリングポリシーのリソース利用率は、比較的低い。他方のスケジューリングポリシーは
、遅延に許容される範囲内で複数回の伝送を行うことによってデータ信頼性が保証され得
る、フィードバックベースの自動再送モードである。このスケジューリングポリシーのリ
ソース利用度は、前者のポリシーのものよりも明らかに高いが、このスケジューリングポ
リシーの遅延は、前者のポリシーのものよりも大きい。
【０００７】
　異なるＵＲＬＬＣサービスシナリオにおいては、信頼性および遅延の要件が異なる。既
存の無線通信技術においては、一般に固定の伝送モードを用いてサービスデータが伝送さ
れるので、ＵＲＬＬＣサービスシナリオにおけるフレキシブルな信頼性および遅延の要件
を満たすことが難しい。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の実施形態において提供するデータ伝送方法および装置は、フレキシブルな信頼
性および遅延の要件を満たすことができる。
【０００９】
　第１態様によれば、データ伝送方法であって、アクセスネットワークデバイスが、サー
ビスデータの伝送モードを決定する段階であって、伝送モードは、ワンタイム伝送モード
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および自動再送伝送モードを含む、段階と、アクセスネットワークデバイスが、第１イン
ジケーション情報を端末デバイスへ送信する段階であって、第１インジケーション情報は
、決定された伝送モードを示す、段階と、アクセスネットワークデバイスが、決定された
伝送モードを用いてサービスデータを端末デバイスへ送信する段階とを備える方法が提供
される。
【００１０】
　第２態様によれば、データ伝送方法であって、端末デバイスが、第１インジケーション
情報をアクセスネットワークデバイスから受信する段階であって、第１インジケーション
情報は、伝送モードを示し、伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モ
ードを含む、段階と、端末デバイスが、第１インジケーション情報により示された伝送モ
ードを用いて、サービスデータをアクセスネットワークデバイスから受信する段階とを備
える方法が提供される。
【００１１】
　第３態様によれば、アクセスネットワークデバイスであって、サービスデータの伝送モ
ードを決定するよう構成されるプロセッサであって、伝送モードは、ワンタイム伝送モー
ドおよび自動再送伝送モードを含む、プロセッサと、第１インジケーション情報を端末デ
バイスへ送信し、決定された伝送モードを用いてサービスデータを端末デバイスへ送信す
るよう構成される送受信機であって、第１インジケーション情報は、決定された伝送モー
ドを示す、送受信機とを備えるアクセスネットワークデバイスが提供される。
【００１２】
　第３態様によれば、端末デバイスであって、第１インジケーション情報をアクセスネッ
トワークデバイスから受信するよう構成される送受信機であって、第１インジケーション
情報は、伝送モードを示し、伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モ
ードを含む、送受信機と、第１インジケーション情報により示された伝送モードを用いて
、サービスデータをアクセスネットワークデバイスから受信するように送受信機を制御す
るよう構成されるプロセッサとを備える端末デバイスが提供される。
【００１３】
　本発明の実施形態においては、第１インジケーション情報が自動再送伝送モードおよび
ワンタイム伝送モードのうちの１つを示すので、現在のサービスの遅延および信頼性の要
件に従って伝送モードをフレキシブルに調整することができ、それにより種々のサービス
要件が満たされる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明の実施形態における技術的解決手段をより明確に説明すべく、以下、本発明の実
施形態を説明するために必要となる添付の図面について簡潔に紹介する。以下の説明にお
ける添付の図面は本発明の一部の実施形態を示すものに過ぎず、当業者であれば、創造的
努力なくこれら添付の図面から他の図面を導き出し得ることは明らかである。
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係るデータ伝送方法の概略的相互作用図である。
【００１６】
【図２】本発明の一実施形態に係るアクセスネットワークデバイスの概略ブロック図であ
る。
【００１７】
【図３】本発明の一実施形態に係る端末デバイスの概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態における添付の図面に関連して、本発明の実施形態における技
術的解決手段を明確かつ完全に説明する。
【００１９】
　本明細書において用いられる「コンポーネント」、「モジュール」、および「システム
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」などの用語は、コンピュータ関連エンティティ、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ドウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアを
示す。例えば、コンポーネントは、限定されないが、プロセッサ上で動作するプロセス、
プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および／または
コンピュータであってよい。図に示すように、コンピューティングデバイスとコンピュー
ティングデバイス上で動作するアプリケーションの両方が、コンポーネントであってよい
。１または複数のコンポーネントがプロセスおよび／または実行スレッド内に存在してよ
く、コンポーネントは、１つのコンピュータ上に位置してもよく、および／または２つ以
上のコンピュータ間で分散されてもよい。加えて、これらのコンポーネントは、様々なデ
ータ構造を格納する様々なコンピュータ可読媒体から実行されてよい。コンポーネントは
、ローカルおよび／またはリモートのプロセスを用いて、および例えば１または複数のデ
ータパケットを有する信号（例えば、ローカルシステム内で、分散システム内で、および
／または当該信号を用いて他のシステムと連携するインターネットなどのネットワークを
介して別のコンポーネントと連携する２つのコンポーネントからのデータ）に従って通信
を行ってよい。
【００２０】
　本発明の実施形態における解決手段は、既存のセルラー通信システム、例えばモバイル
通信用グローバルシステム（英語：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、略称ＧＳＭ（登録商標））、広帯域符号分割多元接続
（英語：Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ、略称ＷＣＤＭＡ（登録商標））システム、ロングタームエボリューション（英語：
Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、略称ＬＴＥ）システムなどのシステムに適用
されてよい。サポートされる通信は主に、音声およびデータ通信用である。本発明の実施
形態における解決手段はまた、次世代通信システム、例えば５Ｇ通信システムに適用され
てもよい。
【００２１】
　実施形態は、本発明の実施形態における端末デバイスに関連して説明される。端末デバ
イスはまた、ユーザ機器（ＵＥ、Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、アクセス端末、加入
者ユニット、加入者局、移動局、モバイルコンソール、遠隔局、遠隔端末、モバイルデバ
イス、ユーザ端末、端末、無線通信デバイス、ユーザエージェント、またはユーザ装置と
称される場合もある。端末デバイスは、無線ローカルエリアネットワーク（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ、ＷＬＡＮ）における局（Ｓｔａｔｉｏ
ｎ、ＳＴ）、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏｎ　
Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ、ＳＩＰ）電話、無線ローカルループ（Ｗｉｒ
ｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ｌｏｏｐ、ＷＬＬ）局、パーソナルデジタルアシスタント（Ｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ、ＰＤＡ）デバイス、無線通信機
能を有するハンドヘルドデバイスまたはコンピューティングデバイス、無線モデムに接続
される別の処理デバイス、車載デバイス、ウェアラブルデバイス、将来の５Ｇネットワー
クにおける端末デバイス、または将来の進化型ＰＬＭＮネットワークにおける端末デバイ
ス等であってよい。
【００２２】
　加えて、実施形態は、本発明の実施形態におけるアクセスネットワークデバイスに関連
して説明される。アクセスネットワークデバイスは、ネットワークデバイスなどのモバイ
ルデバイスと通信するよう構成されるデバイスであってよい。アクセスネットワークデバ
イスは、ＷＬＡＮにおけるアクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ、ＡＰ）または
ＧＳＭもしくは符号分割多元接続（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓ、ＣＤＭＡ）における送受信基地局（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓ
ｔａｔｉｏｎ、ＢＴＳ）であってもよく、あるいはＷＣＤＭＡにおけるノードＢ（Ｎｏｄ
ｅＢ、ＮＢ）であってもよく、あるいはロングタームエボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅ
ｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、ＬＴＥ）における進化型ノードＢ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄ
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ｅ　Ｂ、ｅＮＢまたはｅＮｏｄｅＢ）、中継局もしくはアクセスポイント、輸送体デバイ
ス、ウェアラブルデバイス、将来の５Ｇネットワークにおけるネットワークデバイス、ま
たは将来の進化型ＰＬＭＮネットワークにおけるネットワークデバイス等であってもよい
。
【００２３】
　加えて、本発明の実施形態における態様または特徴は、標準的なプログラミングおよび
／または工学技術を用いる方法、装置または製品として実装されてよい。本出願において
用いられる「製品」という用語は、任意のコンピュータ可読コンポーネント、キャリア、
または媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含する。例えば、コンピュー
タ可読媒体は、限定されないが、磁気記憶デバイス（例えばハードディスク、フロッピー
ディスク、または磁気テープ）、光ディスク（例えばコンパクトディスク（Ｃｏｍｐａｃ
ｔ　Ｄｉｓｃ、ＣＤ）、またはデジタル多用途ディスク（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔ
ｉｌｅ　Ｄｉｓｃ、ＤＶＤ））、スマートカードおよびフラッシュメモリデバイス（例え
ば消去可能プログラマブルリードオンリメモリ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＥＰＲＯＭ）、カード、スティック、また
はキードライブ）を含んでよい。加えて、本明細書において説明される様々な記憶媒体は
、情報を格納するよう構成される１または複数のデバイスおよび／または他の機械可読媒
体を示してよい。「機械可読媒体」という用語は、限定されないが、無線チャネル、およ
び命令および／またはデータを格納、保持、および／または搬送することが可能な様々な
他の媒体を含んでよい。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施形態に係るデータ伝送方法の概略的相互作用図である。以下、
実施形態において提供される方法１００について詳細に説明する。
【００２５】
　段階Ｓ１０１：アクセスネットワークデバイスが、サービスデータの伝送モードを決定
する。伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む。
【００２６】
　具体的には、ワンタイム伝送モードは、フィードバックまたは複数のハイブリッド自動
再送をサポートしない伝送モードであってよい。自動再送伝送モードは、複数のフィード
バックベースのハイブリッド自動再送を許容する伝送モードであってよい。
【００２７】
　アクセスネットワークデバイスについて、ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報また
は否定応答情報が受信されない伝送モードであり、自動再送伝送モードは、肯定応答情報
または否定応答情報が受信される伝送モードであり、肯定応答（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
ｍｅｎｔ）情報は、サービスデータが受信されることに成功したまたは復号されることに
成功したことを示し、否定応答（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）
情報は、サービスデータが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗したこ
とを示す。
【００２８】
　これに対応して、端末デバイスについて、ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報また
は否定応答情報が送信されない伝送モードであり、自動再送伝送モードは、肯定応答情報
または否定応答情報が送信される伝送モードであり、肯定応答情報は、サービスデータが
受信されることに成功したまたは復号されることに成功したことを示し、否定応答情報は
、サービスデータが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示
す。
【００２９】
　一実装例において、アクセスネットワークデバイスは、超高信頼・低遅延を伴うユーザ
のサービスデータの伝送モードを、ネットワークにおける様々なサービス負荷ステータス
、ユーザの遅延ステータス、およびユーザのチャネル品質ステータスのうちの１または複
数に基づいて決定する。
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【００３０】
　例えば、現在のネットワークにおいて超高信頼性・低遅延要件を有するサービスが比較
的少数である場合、別のサービスに対する影響を軽減するためにワンタイム伝送モードが
用いられてよい。反対に、現在のネットワークにおいて超高信頼性・低遅延要件を有する
サービスが比較的多数である場合、ネットワーク容量を大きくするために複数のフィード
バックベースのハイブリッド自動再送が用いられてよい。
【００３１】
　例えば、スケジューリング対象の端末デバイスの遅延要件の観点から、フィードバック
ベースの自動再送伝送モードを用いることが不可能であるとアクセスネットワークデバイ
スが決定した場合、例えば、ユーザ（すなわち端末デバイス）のサービスに許容される遅
延がハイブリッド自動再送要求（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ、ＨＡＲＱ）のラウンドトリップタイム（Ｒｏｕｎｄ－Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ
、ＲＴＴ）未満である場合は、ワンタイム伝送モードが用いられることが決定され得る。
【００３２】
　別の例として、スケジューリング対象の端末デバイスのチャネル品質ステータスの観点
から、信頼性要件を満たすにはユーザ（すなわち端末デバイス）がワンタイム伝送モード
を用いるために過度に多数の時間周波数リソースが必要である場合、つまり、ワンタイム
伝送モードの使用が別のユーザのスケジューリングに大きく影響するおそれがある場合は
、自動再送伝送モードが用いられることが決定され得る。
【００３３】
　段階Ｓ１０２：アクセスネットワークデバイスが、第１インジケーション情報を端末デ
バイスへ送信する。第１インジケーション情報は、決定された伝送モードを示す。これに
対応して、端末デバイスは、第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイス
から受信する。
【００３４】
　一実装例において、第１インジケーション情報は、物理層シグナリングまたは上位層シ
グナリングにおいて搬送されてよい。例えば、第１インジケーション情報は、１ビット情
報であってよい。当該１ビット情報の値は、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モ
ードのうちの１つを示す。
【００３５】
　段階Ｓ１０３：アクセスネットワークデバイスが、決定された伝送モードを用いてサー
ビスデータを端末デバイスへ送信する。これに対応して、端末デバイスは、第１インジケ
ーション情報により示された伝送モードを用いて、サービスデータをアクセスネットワー
クデバイスから受信する。
【００３６】
　以下では、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを別個に、詳細に説明する
。
【００３７】
　ワンタイム伝送モード
【００３８】
　決定された伝送モードがワンタイム伝送モードであるとき、段階Ｓ１０３は、以下のと
おり詳細に説明される。
【００３９】
　アクセスネットワークデバイスは、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを端末デ
バイスへ送信する。任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、別個に復号可能な符
号化データブロックであり、Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービスデータを搬送
する。Ｍ個の符号化データブロックが別個に復号可能な符号化データブロックであるとは
、単にＭ個の符号化データブロックの各々が別個に復号可能であることを意味する、また
はＭ個の符号化データブロックの各々が別個に復号可能であり、さらにＭ個の符号化デー
タブロックのうちの少なくとも２つがまとめて復号可能であることを意味する。Ｍ個の符
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号化データブロックが同じサービスデータを搬送するので、Ｍ個の符号化データブロック
の各々を別個に復号する、またはＭ個の符号化データブロックのうちの少なくとも２つの
符号化データブロックをまとめて復号することにより、当該同じサービスデータを取得す
ることができる。任意選択的に、Ｍの値は、端末デバイスのチャネル品質または利用可能
な時間周波数リソースの数などの因子に基づいて、アクセスネットワークデバイスにより
決定されてよい。
【００４０】
　これに対応して、示された伝送モードがワンタイム伝送モードであるとき、端末デバイ
スは、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックをアクセスネットワークデバイスから受
信する。端末デバイスは、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つを復号す
る。例えば、端末デバイスは、Ｍ個の符号化データブロックの各々を別個に復号してよく
、または、端末デバイスは、Ｍ個の符号化データブロックのうちの１または複数を複数回
復号する。好ましくは、複数回復号することは、最も多数の符号化ビットを含む符号化デ
ータブロックを優先的に選択して１回の復号を行うことを含み、異なる回の復号で用いら
れる符号化データブロックは独立であることが保証される。
【００４１】
　上記より、ワンタイム伝送モードにおいては、アクセスネットワークデバイスが、同じ
サービスデータを搬送する別個に復号可能な複数の符号化データブロックを端末デバイス
へ送信するので、端末デバイスが復号を正しく行う確率が比較的高くなり得ることを認識
されたい。したがって、ワンタイム伝送モードにおいては、サービスデータ伝送の信頼性
が比較的高い。
【００４２】
　自動再送伝送モード
【００４３】
　決定された伝送モードが自動再送伝送モードであるとき、段階Ｓ１０３は、以下のとお
り詳細に説明される。
【００４４】
　アクセスネットワークデバイスは、少なくとも１つの第１符号化データブロックを端末
デバイスへ送信する。端末デバイスは、当該少なくとも１つの第１符号化データブロック
を復号する。端末デバイスは、第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または
否定応答情報をアクセスネットワークデバイスへ送信する。アクセスネットワークデバイ
スは、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または否
定応答情報を端末デバイスから受信する。アクセスネットワークデバイスが否定応答情報
インジケーションを受信した場合、アクセスネットワークデバイスは、少なくとも１つの
第２符号化データブロックを端末デバイスへ送信する。端末デバイスは、当該少なくとも
１つの第２符号化データブロックを復号する。任意選択的に、当該少なくとも１つの第１
符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロックの両方が、
別個に復号可能な符号化データユニットであり、当該少なくとも１つの第１符号化データ
ブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロックは、同じサービスデータ
を搬送する。任意選択的に、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックの数および
当該少なくとも１つの第２符号化データブロックの数は、端末デバイスのチャネル品質ま
たは利用可能な時間周波数リソースの数などの因子に基づいて、アクセスネットワークデ
バイスにより決定されてよい。
【００４５】
　任意選択的に、端末デバイスが当該少なくとも１つの第１符号化データブロックを復号
することは、以下の方式で行われてよい。端末デバイスが、当該少なくとも１つの第１符
号化データブロックの各々を別個に復号する、または、端末デバイスが、当該少なくとも
１つの第１符号化データブロックのうちの１または複数を複数回復号する。
【００４６】
　同様に、端末デバイスが当該少なくとも１つの第２符号化データブロックを復号するこ
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とは、以下の方式で行われてよい。端末デバイスが、当該少なくとも１つの第２符号化デ
ータブロックの各々を別個に復号する、または、端末デバイスが、当該少なくとも１つの
第２符号化データブロックのうちの１または複数を複数回復号する。
【００４７】
　好ましくは、複数回復号することは、最も多数の符号化ビットを含む符号化データブロ
ックを優先的に選択して１回の復号を行うことを含み、異なる回の復号で用いられる符号
化データブロックは独立であることが保証される。
【００４８】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、当該少なくとも１つの第１符号化デー
タブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロックを含む。具体的に言え
ば、自動再送伝送モードにおいて、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックは、
最初に伝送される符号化データブロックとして用いられてよく、当該少なくとも１つの第
２符号化データブロックは、再伝送される符号化データブロックとして用いられてよく、
当該少なくとも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化
データブロックは、同じサービスデータを搬送する。最初に伝送される当該少なくとも１
つの第１符号化データブロックが受信されることに失敗したまたは復号されることに失敗
したとき、アクセスネットワークデバイスは、端末デバイスによりフィードバックされる
否定応答情報インジケーションに基づいて、当該少なくとも１つの第２符号化データブロ
ックを、再伝送される符号化データブロックとして端末デバイスへ送信してよい。これに
対し、ワンタイム伝送モードにおいては、アクセスネットワークデバイスは、当該少なく
とも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロ
ックを含むＭ個の符号化データブロックを端末デバイスへ送信する。
【００４９】
　上記より、自動再送伝送モードにおいては、アクセスネットワークデバイスが、まず当
該少なくとも１つの第１符号化データブロックを最初に伝送される符号化データブロック
として端末デバイスへ送信し、次いで端末デバイスのフィードバック情報に基づいて当該
少なくとも１つの第２符号化データブロックを送信するか否かを決定するので、比較的低
遅延となることを認識されたい。
【００５０】
　加えて、本発明の本実施形態においては、第１インジケーション情報が自動再送伝送モ
ードおよびワンタイム伝送モードのうちの１つを示すので、現在のサービスの遅延および
信頼性の要件に従って伝送モードをフレキシブルに調整することができ、それにより種々
のサービス要件が満たされる。
【００５１】
　任意選択的に、アクセスネットワークデバイスは、第２インジケーション情報を端末デ
バイスへ送信する。第１インジケーション情報がワンタイム伝送モードを示すとき、第２
インジケーション情報は、Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示す、および／
または、第１インジケーション情報が自動再送伝送モードを示すとき、第２インジケーシ
ョン情報は、肯定応答情報または否定応答情報の第２伝送情報を示す。
【００５２】
　任意選択的に、第１伝送情報は、Ｍの値、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なく
とも１つの時間周波数リソース位置、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つのデータブロック長、およびＭ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの冗
長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、第２伝送情報は、肯
定応答情報または否定応答情報を送信するために用いられる時間周波数リソース情報、お
よび肯定応答情報または否定応答情報が送信されるときに用いられるシーケンス情報のう
ちの少なくとも１つを含む。
【００５３】
　任意選択的に、第２インジケーション情報は、物理層シグナリングにおいて搬送される
、または、第２インジケーション情報および第１インジケーション情報は、同じ物理層シ
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グナリングにおいて搬送される。
【００５４】
　任意選択的に、Ｍの値は、複数の候補値のうちの１つであり、複数の候補値は、上位層
シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／または、時間周波数
リソース位置は、複数の候補位置のうちの１つであり、複数の候補位置は、上位層シグナ
リングによって通知される、または予め設定される、および／または、データブロック長
は、複数の候補長のうちの１つであり、複数の候補長は、上位層シグナリングによって通
知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンは、複数の候補冗長
バージョンのうちの１つであり、複数の候補冗長バージョンは、上位層シグナリングによ
って通知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンの情報は、時
間周波数リソース位置を用いて示され、冗長バージョンの情報は、周波数ドメインリソー
ス位置とマッピング関係にあり、マッピング関係は、上位層シグナリングによって通知さ
れる、または予め設定される。
【００５５】
　具体的には、符号化データブロックの数については複数の予め定められた値が上位層シ
グナリングにより設定されてよく、このとき当該予め定められた値のうちの１つが物理層
シグナリングにより動的に示され、時間周波数リソース位置情報については１番目の符号
化データブロックの複数の時間周波数相対位置が上位層シグナリングにより設定されてよ
く、このとき当該予め定められた値のうちの１つが物理層シグナリングにより動的に示さ
れ、データブロック長情報については複数のデータブロック長が上位層シグナリングによ
り設定されてよく、このとき当該予め定められた値のうちの１つが物理層シグナリングに
より動的に示され、冗長バージョンの情報がプロトコルにより予め定められてよく、この
とき周波数ドメインにおける各データブロックの位置に基づいてデータブロックの冗長バ
ージョンが決定される。
【００５６】
　上記の任意選択的な実装例において、第２インジケーション情報は、異なる伝送モード
においては異なる意味を有し、異なる伝送情報を示すことを認識されたい。具体的に言え
ば、異なる伝送モードにおいては、同じ第２インジケーション情報が異なるタイプの情報
を示すように多重化されることで、制御シグナリングオーバーヘッドが低減し、ＵＥの複
雑性が低減する。
【００５７】
　図２は、本発明の一実施形態に係るアクセスネットワークデバイス２００の一例の概略
ブロック図である。アクセスネットワークデバイス２００は、上記の方法１００において
説明されるアクセスネットワークデバイスの機能を実装し、アクセスネットワークデバイ
ス２００における各モジュールまたはユニットは、上記の方法１００における対応する動
作または処理プロセスを行うよう構成される。繰り返しの説明を避けるために、詳細はこ
こでは省略する。
【００５８】
　アクセスネットワークデバイス２００は、サービスデータの伝送モードを決定するよう
構成されるプロセッサ２０１であって、伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動
再送伝送モードを含む、プロセッサ２０１と、第１インジケーション情報を端末デバイス
へ送信し、決定された伝送モードを用いてサービスデータを端末デバイスへ送信するよう
構成される送受信機２０２であって、第１インジケーション情報は、決定された伝送モー
ドを示す、送受信機２０２とを備える。
【００５９】
　任意選択的に、ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が受信され
ない伝送モードであり、自動再送伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が受信
される伝送モードであり、肯定応答情報は、サービスデータが受信されることに成功した
または復号されることに成功したことを示し、否定応答情報は、サービスデータが受信さ
れることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示す。
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【００６０】
　任意選択的に、送受信機は具体的に、決定された伝送モードがワンタイム伝送モードで
あるとき、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックを端末デバイスへ送信するよう構成
される、および／または、決定された伝送モードが自動再送伝送モードであるとき、少な
くとも１つの第１符号化データブロックを端末デバイスへ送信し、当該少なくとも１つの
第１符号化データブロックに対応する肯定応答情報または否定応答情報を端末デバイスか
ら受信し、アクセスネットワークデバイスが否定応答情報インジケーションを受信した場
合、少なくとも１つの第２符号化データブロックを端末デバイスへ送信するよう構成され
る。
【００６１】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、別個に復号可能な符号化データブロッ
クであり、Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービスデータを搬送する、および／ま
たは、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２
符号化データブロックの両方が、別個に復号可能な符号化データユニットであり、当該少
なくとも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データ
ブロックは、同じサービスデータを搬送する。
【００６２】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、当該少なくとも１つの第１符号化デー
タブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロックを含む。
【００６３】
　任意選択的に、第１インジケーション情報は、物理層シグナリングまたは上位層シグナ
リングにおいて搬送される。
【００６４】
　任意選択的に、送受信機はさらに、第２インジケーション情報を端末デバイスへ送信す
るよう構成される。第１インジケーション情報がワンタイム伝送モードを示すとき、第２
インジケーション情報は、Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情報を示す、および／
または、第１インジケーション情報が自動再送伝送モードを示すとき、第２インジケーシ
ョン情報は、肯定応答情報または否定応答情報の第２伝送情報を示す。
【００６５】
　任意選択的に、第１伝送情報は、Ｍの値、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なく
とも１つの時間周波数リソース位置、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つのデータブロック長、およびＭ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの冗
長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、第２伝送情報は、肯
定応答情報または否定応答情報を送信するために用いられる時間周波数リソース情報、お
よび肯定応答情報または否定応答情報が送信されるときに用いられるシーケンス情報のう
ちの少なくとも１つを含む。
【００６６】
　任意選択的に、第２インジケーション情報は、物理層シグナリングにおいて搬送される
、または、第２インジケーション情報および第１インジケーション情報は、同じ物理層シ
グナリングにおいて搬送される。
【００６７】
　任意選択的に、Ｍの値は、複数の候補値のうちの１つであり、複数の候補値は、上位層
シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／または、時間周波数
リソース位置は、複数の候補位置のうちの１つであり、複数の候補位置は、上位層シグナ
リングによって通知される、または予め設定される、および／または、データブロック長
は、複数の候補長のうちの１つであり、複数の候補長は、上位層シグナリングによって通
知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンは、複数の候補冗長
バージョンのうちの１つであり、複数の候補冗長バージョンは、上位層シグナリングによ
って通知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンの情報は、時
間周波数リソース位置を用いて示され、冗長バージョンの情報は、周波数ドメインリソー
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ス位置とマッピング関係にあり、マッピング関係は、上位層シグナリングによって通知さ
れる、または予め設定される。
【００６８】
　図３は、本発明の一実施形態に係る端末デバイス３００の一例の概略ブロック図である
。端末デバイス３００は、上記の方法１００において説明される端末デバイスの機能を実
装し、端末デバイス３００における各モジュールまたはユニットは、上記の方法１００に
おける対応する動作または処理プロセスを行うよう構成される。繰り返しの説明を避ける
ために、詳細はここでは省略する。
【００６９】
　端末デバイス３００は、第１インジケーション情報をアクセスネットワークデバイスか
ら受信するよう構成される送受信機３０１であって、第１インジケーション情報は、伝送
モードを示し、伝送モードは、ワンタイム伝送モードおよび自動再送伝送モードを含む、
送受信機３０１と、第１インジケーション情報により示された伝送モードを用いて、サー
ビスデータをアクセスネットワークデバイスから受信するように送受信機を制御するよう
構成されるプロセッサ３０２とを備える。
【００７０】
　任意選択的に、ワンタイム伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信され
ない伝送モードであり、自動再送伝送モードは、肯定応答情報または否定応答情報が送信
される伝送モードであり、肯定応答情報は、サービスデータが受信されることに成功した
または復号されることに成功したことを示し、否定応答情報は、サービスデータが受信さ
れることに失敗したまたは復号されることに失敗したことを示す。
【００７１】
　任意選択的に、プロセッサが、第１インジケーション情報により示された伝送モードを
用いて、サービスデータをアクセスネットワークデバイスから受信するように送受信機を
制御するよう構成されることは、プロセッサが、示された伝送モードがワンタイム伝送モ
ードであるとき、Ｍ≧２であるＭ個の符号化データブロックをアクセスネットワークデバ
イスから受信するように送受信機を制御するよう構成され、Ｍ個の符号化データブロック
のうちの少なくとも１つを復号するよう構成されることを含む、および／または、プロセ
ッサが、示された伝送モードが自動再送伝送モードであるとき、少なくとも１つの第１符
号化データブロックをアクセスネットワークデバイスから受信するように送受信機を制御
し、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックを復号し、第１符号化データブロッ
クに対応する肯定応答情報または否定応答情報をアクセスネットワークデバイスへ送信す
るように送受信機を制御し、第１符号化データブロックが受信されることに失敗したまた
は復号されることに失敗した場合、少なくとも１つの第２符号化データブロックをアクセ
スネットワークデバイスから受信するように送受信機を制御し、当該少なくとも１つの第
２符号化データブロックを復号するよう構成されることを含む。
【００７２】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、別個に復号可能な符号化データブロッ
クであり、Ｍ個の符号化データブロックは、同じサービスデータを搬送する、および／ま
たは、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２
符号化データブロックの両方が、別個に復号可能な符号化データユニットであり、当該少
なくとも１つの第１符号化データブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データ
ブロックは、同じサービスデータを搬送する。
【００７３】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックは、当該少なくとも１つの第１符号化デー
タブロックおよび当該少なくとも１つの第２符号化データブロックを含む。
【００７４】
　任意選択的に、第１インジケーション情報は、物理層シグナリングまたは上位層シグナ
リングにおいて搬送される。
【００７５】
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　任意選択的に、送受信機はさらに、第２インジケーション情報をアクセスネットワーク
デバイスから受信するよう構成される。第１インジケーション情報がワンタイム伝送モー
ドを示すとき、第２インジケーション情報は、Ｍ個の符号化データブロックの第１伝送情
報を示す、および／または、第１インジケーション情報が自動再送伝送モードを示すとき
、第２インジケーション情報は、肯定応答情報または否定応答情報の第２伝送情報を示す
。
【００７６】
　任意選択的に、第１伝送情報は、Ｍの値、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なく
とも１つの時間周波数リソース位置、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１
つのデータブロック長、およびＭ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つの冗
長バージョンの情報のうちの１または複数を含む、および／または、第２伝送情報は、肯
定応答情報または否定応答情報を送信するために用いられる時間周波数リソース情報、お
よび肯定応答情報または否定応答情報が送信されるときに用いられるシーケンス情報のう
ちの少なくとも１つを含む。
【００７７】
　任意選択的に、第２インジケーション情報は、物理層シグナリングにおいて搬送される
、または、第２インジケーション情報および第１インジケーション情報は、同じ物理層シ
グナリングにおいて搬送される。
【００７８】
　任意選択的に、Ｍの値は、複数の候補値のうちの１つであり、複数の候補値は、上位層
シグナリングによって通知される、または予め設定される、および／または、時間周波数
リソース位置は、複数の候補位置のうちの１つであり、複数の候補位置は、上位層シグナ
リングによって通知される、または予め設定される、および／または、データブロック長
は、複数の候補長のうちの１つであり、複数の候補長は、上位層シグナリングによって通
知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンは、複数の候補冗長
バージョンのうちの１つであり、複数の候補冗長バージョンは、上位層シグナリングによ
って通知される、または予め設定される、および／または、冗長バージョンの情報は、時
間周波数リソース位置を用いて示され、冗長バージョンの情報は、周波数ドメインリソー
ス位置とマッピング関係にあり、マッピング関係は、上位層シグナリングによって通知さ
れる、または予め設定される。
【００７９】
　任意選択的に、Ｍ個の符号化データブロックのうちの少なくとも１つを復号することは
、Ｍ個の符号化データブロックの各々を別個に復号すること、または、Ｍ個の符号化デー
タブロックのうちの１または複数を複数回復号することを含む。
【００８０】
　任意選択的に、当該少なくとも１つの第１符号化データブロックを復号することは、当
該少なくとも１つの第１符号化データブロックの各々を別個に復号すること、または、当
該少なくとも１つの第１符号化データブロックのうちの１または複数を複数回復号するこ
とを含み、当該少なくとも１つの第２符号化データブロックを復号することは、当該少な
くとも１つの第２符号化データブロックの各々を別個に復号すること、または、当該少な
くとも１つの第２符号化データブロックのうちの１または複数を複数回復号することを含
む。
【００８１】
　任意選択的に、複数回復号することは、最も多数の符号化ビットを含む符号化データブ
ロックを優先的に選択して１回の復号を行うことを含み、異なる回の復号で用いられる符
号化データブロックは独立であることが保証される。
【００８２】
　任意選択的に、プロセッサはさらに、当該少なくとも１つの第１符号化データブロック
のうちの任意の１または複数が復号されることに成功した後に、当該第１符号化データブ
ロックに対応する肯定応答情報をアクセスネットワークデバイスへ送信するように送受信
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機を制御するよう構成される。
【００８３】
　本発明の上記の方法の実施形態は、プロセッサに適用されてよい、またはプロセッサに
より実装されてよいことに留意されたい。プロセッサは、集積回路チップであってよく、
信号処理能力を有する。一実装プロセスにおいて、上記の方法の実施形態における段階は
、プロセッサ内のハードウェア集積論理回路を用いて、またはソフトウェアの形態におけ
る命令を用いて実装され得る。プロセッサは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセ
ッサ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ、ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃ
ｕｉｔ、ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ、ＦＰＧＡ）もしくは別のプログラマブル論理デ
バイス、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理デバイス、またはディスクリー
トハードウェアコンポーネントであってよい。これは、本発明の実施形態において開示さ
れる方法、段階、および論理ブロック図を実装または実行してよい。汎用プロセッサはマ
イクロプロセッサであってよく、または、プロセッサは任意の従来のプロセッサ等であっ
てよい。本発明の実施形態に関連して開示される方法の段階は、ハードウェア復号プロセ
ッサを用いて直接的に実行および完遂されてよく、または復号プロセッサ内のハードウェ
アおよびソフトウェアモジュールの組み合わせを用いて実行および完遂されてよい。ソフ
トウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、リードオンリメモ
リ、プログラマブルリードオンリメモリ、電気的消去可能プログラマブルメモリ、または
レジスタ等のような、当技術分野における成熟した記憶媒体内に位置するものであってよ
い。記憶媒体はメモリ内に位置し、プロセッサは、メモリ内の情報を読み出し、プロセッ
サのハードウェアと協働して上記の方法における段階を完了する。
【００８４】
　本発明の実施形態におけるメモリは、揮発性メモリまたは不揮発性メモリであってよく
、または揮発性メモリおよび不揮発性メモリの両方を含んでもよいことを理解されたい。
不揮発性メモリは、リードオンリメモリ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ）
、プログラマブルリードオンリメモリ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ、ＰＲＯＭ）
、消去可能プログラマブルリードオンリメモリ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯ
Ｍ）、電気的消去可能プログラマブルリードオンリメモリ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　
ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリであってよい。揮発性メモリは、
外部キャッシュとして用いられるランダムアクセスメモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＡＭ）であってよい。例示的であって限定的でない説明を通して、例
えばスタティックランダムアクセスメモリ（Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ、ＳＲＡＭ）、ダイナ
ミックランダムアクセスメモリ（Ｄｙｎａｍｉｃ　ＲＡＭ、ＤＲＡＭ）、同期ダイナミッ
クランダムアクセスメモリ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ、ＳＤＲＡＭ）、ダブル
データレート同期ダイナミックランダムアクセスメモリ（Ｄｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｒａ
ｔｅ　ＳＤＲＡＭ、ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張型同期ダイナミックランダムアクセスメ
モリ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＳＤＲＡＭ、ＥＳＤＲＡＭ）、同期リンクダイナミックランダ
ムアクセスメモリ（Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ、ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクト
ラムバスダイナミックランダムアクセスメモリ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｍｂｕｓ　ＲＡＭ、
ＤＲ　ＲＡＭ）といった多数の形態のＲＡＭが用いられてよい。本明細書において説明さ
れるシステムおよび方法のメモリには、限定されないが、これらのメモリおよび別の適当
なタイプの任意のメモリが含まれることに留意されたい。
【００８５】
　本明細書における「および／または」という用語は、単に関連付けられる複数の対象を
説明するための連関を説明するものであり、３つの関係が存在し得ることを表す。例えば
、Ａおよび／またはＢは、Ａのみが存在すること、ＡおよびＢの両方が存在すること、な
らびにＢのみが存在すること、の３つの場合を表し得る。加えて、本明細書における「／
」という記号は一般に、関連付けられる複数の対象の間における「または」の関係を示す
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。
【００８６】
　上記のプロセスの順序番号は、本発明の実施形態における実行順序を意味するものでは
ないことを理解されたい。プロセスの実行順序は、プロセスの機能および内部ロジックに
従って決定されるべきであり、本発明の実施形態の実装プロセスに対する何らかの限定と
して解されるべきではない。
【００８７】
　当業者であれば、本明細書に開示の実施形態において説明される例と組み合わせて、ユ
ニットおよびアルゴリズム段階が、電子的ハードウェアまたはコンピュータソフトウェア
と電子的ハードウェアとの組み合わせによって実装されてよいことを認識されよう。機能
がハードウェアによって実行されるかソフトウェアによって実行されるかは、技術的解決
手段の特定のアプリケーションおよび設計制約条件に依存する。当業者であれば、特定の
アプリケーションごとに、説明した機能を実装するために異なる方法を用い得るが、この
実装は、本発明の範囲を越えるものとみなされるべきではない。
【００８８】
　当業者には明確に理解され得ることとして、説明を簡便かつ簡潔にする目的で、上記の
システム、装置、およびユニットの詳細な動作プロセスについては、上記の方法の実施形
態における対応するプロセスを参照されたく、ここでは改めて詳細を説明しない。
【００８９】
　本出願において提供されるいくつかの実施形態において、開示のシステム、装置、およ
び方法は、他の方式で実装されてもよいことを理解されたい。例えば、説明されている装
置の実施形態は、一例に過ぎない。例えば、ユニットの分割は、論理機能の分割に過ぎず
、実際の実装においては他の分割であってもよい。例えば、複数のユニットまたはコンポ
ーネントを別のシステムに組み合わせてまたは統合してもよく、あるいはいくつかの特徴
が無視されてもよい、または実行されなくてもよい。加えて、提示または議論されている
相互結合または直接的結合または通信接続は、いくつかのインタフェースを用いて実装さ
れてよい。装置間またはユニット間の間接的結合または通信接続は、電子的、機械的、ま
たは他の形態で実装されてよい。
【００９０】
　別個の部分として説明されるユニットは、物理的に別個であってもなくてもよく、ユニ
ットとして提示される部分は、物理的ユニットであってもなくてもよく、１箇所に位置し
てもよく、または複数のネットワークユニット上に分散されてもよい。それらのユニット
の一部または全てが、実施形態の解決手段の目的を実現するための実際の要件に従って選
択されてよい。
【００９１】
　加えて、本発明の実施形態における機能ユニットが１つの処理ユニットに統合されても
よく、またはユニットの各々が物理的に単独で存在してもよく、または２つ以上のユニッ
トが１つのユニットに統合される。
【００９２】
　それらの機能がソフトウェア機能ユニットの形態で実装され、独立製品として販売また
は使用されるとき、それらの機能はコンピュータ可読記憶媒体に格納されてよい。そのよ
うな理解に基づいて、本発明の技術的解決手段は本質的に、または従来技術に寄与する部
分、または技術的解決手段の一部は、ソフトウェア製品の形態で実装されてよい。コンピ
ュータソフトウェア製品は、記憶媒体に格納され、本発明の実施形態において説明される
方法の段階の全てまたは一部を実行するようコンピュータデバイス（これはパーソナルコ
ンピュータ、サーバ、またはネットワークデバイスであってよい）に命令するためのいく
つかの命令を含む。上記の記憶媒体は、ＵＳＢフラッシュドライブ、リムーバブルハード
ディスク、リードオンリメモリ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ）、ランダ
ムアクセスメモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＡＭ）、磁気ディス
ク、または光ディスクなどの、プログラムコードを格納可能な任意の媒体を含む。
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【００９３】
　上記の説明は、本発明の具体的実装例に過ぎず、本発明の保護範囲を限定することを意
図するものではない。本発明に開示される技術的範囲内で当業者により容易に想到される
あらゆる変形または置換が、本発明の保護範囲に含まれるものとする。したがって、本発
明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。

【図１】

【図２】

【図３】
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